






























































害ニセ於其ノ身一ヲ也・何如ン、今二ノ宮氏権二量シテ其ノ憂 ヒヲ而、著二ハス以レ徳ヲ報レュル徳二之理一ヲ。編為ルコト吟胆』ＩＩＩＩＩＩ（５）拾八巻。名ケテ曰一一フ無蓋報徳現量鏡一ト。傍ラ論ニス、三才・変化・四序・生殺之道 。其ノ論明確ニシ 幽ナルコト若二ク深淵一ノ、煥タルコト若二シ職日一ノ。益厚キコト不し趾ニチ古人一二。
本は「五巻」となっている。修正が加わった理由は不詳。













て櫻町領の成績を報告した。種々の賞詞と奨励の辞を賜はった。傳説によれば、汝の方法は、「以徳報徳」であると称せら たといふ。（傍点、引用者こ 全 第十五巻一頁、「いの一報徳金貸付の発端」）と これが伝説に止まることを慎重に注記している。なお、忠真が天保二年正月、日光に参詣したのは事実であるが、その際、尊徳は江戸に滞在しており、参詣の途中で忠ふ。（傍点、引用者）」真が天保一
（４）前掲①段落傍註（５）同様、写本では「五巻」となっているが、自筆原本通りとする。（５）全集第十二巻櫻町仕法には、「天保三壬辰歳改報徳権最鏡六」 収録されている（五一四頁）。原資金壱両（永一貫文）、利




































































































































「穂貸」は、名目金。ここでは無利 金の貸付を意味する。 三才報徳金毛録」「財宝増減之解」に 「称二貸ァ貨財一ヲ而 益 ス
ヒ、ソ
メゲル








































































種々の仕法書の浄書や、それらを推奨する書の執筆を依頼されるまでの日数はあまりにも少ない。わずかな期間中仕法とその理念 神髄を見極め、適切に敷延しながら世に喧伝す 文章を著すことは並大抵の仕事ではない。この間約一か月間 湯治生活も、 れを準備するための期間ではなかったかと推測される。
「墾田報徳序」まえがきの段落①の中で、不退堂はまず二宮尊徳の櫻町に於ける荒蕪地開発・窮民救済事業の成



























についての認識を物語る。そこで用いられる「帝降之衷」の語は、はなはだ難解ではあるが、「帝降」を「帝綱」と解すれば、天子や将軍 敷い 国制のおかげで、我が国では人倫に貴賎の差はあれ、節度 備わり平和でもあることから、常道から外れることのない状況を指し、それを「大イナル哉、吾邦濁り冠二絶スル五大洲一二」 持ち上げ、周辺諸国これに感化されぬものなし、とまで称讃している。
これにつづき、当世かくのごとくまことに結構なご時世だが、これ 大樹・聖君累世倍々布二シ武威一ヲ、其ノ徳




















（墾田）に立ち戻り論が進められる。ここでも先ずは 「今ャ海内非し不レルニ充二タ鐵基一・非し不レルニ時二七耕稼一」と、言わずもがなの現状認識が られたうえで、「錐し然リト、細カニ推二セハ其ノ端一ヲ、亦不レ無二ニシモ荒田一乎・」と椀曲的表現で荒廃地の存在 確認が行われる。じっはこれも翻刻文の段落⑥の補註２に示したとおり、「金毛録」の廃田開発論の文言を踏まえたもので、尊徳の著作にもともとあった表現を踏襲するも である。しかしなが 、これだけを見て不退堂に農村荒廃、荒れ地増加の現実感に乏しいとす 誹りは必ずし ふさわし ものではない。
（脱力）
続く文章では、「凡ソ以二テ田鴫拾畝一ヲ、育二スー人之命一ヲ。故二廃二スレハー町一、及二シ十人之命一二」と、これ以上







に応えるかたちで論述が進められる。応答する者が誰かは明記されていないが、前後の構成から見て「翁」以外に想定できるものはない。応答の主旨は、悪を斥け徳を掲げて国政を導けば、困難を克服できない筈はない。諸侯が悪に適切 立ち向 い、たとえ庶民に過があっても、諸侯が先ずは我が身を責め民 思いやる気持ちがあれば、隣国の民までが自ずとこれを慕 、子を背負い集まり来ると述べている。儒学によくある一般的な仁政論であり、とりたてて特色のある「治民」論とは云えない。
ここでさらに「烏公」の「乏二ホシ貨財一二、如之ヲ何ン」という問いかけが行われる。現実に目の前に貧しいとい


















見過ごしてはならない。②百姓の子は幼稚から読み書き算用を習わせ 男子は十三才未満から自立して生活する術を身に付けさせ、女子は蚕を飼い糸をとり布を織る仕事を習わせ、親 孝養をつくさせる。③日頃から賛沢を禁じ博突 取締り、飲酒の節制に勉めさせる。④媚びへつ う者は遠ざけ 逆らう者はあえて近くに置いて教え導く。⑤人の行動は最後まで慎重 見届け用心観察する。⑥富裕者のみを挙げ用い ことをしない、など尊徳が心懸けてきた「治民」の具体策を紹介する。
そのうえで、「治民」には緊要な事柄がいろいろあるが、書物にすべて 尽くすことは到底できない。さまざま
な工夫をして、なおかつそれでも十分でなければ、さらに己 顧み我が身を正して、民を慰め思いやる心が大切である。そうすれば 水が低きに流れるがごとく教えもおのずと広がり行き 「徳」が国の内外にあふれ出る、と述。
段落⑪では、身を修め国を治めるには種々の方法があるが、民から税を取ろうとする欲を抑え、できるだけある
もので足りるようにしてゆくこと 大切だとして、儒学の先王の道 立ち帰 説明する。ここで「治レルコトハ地ヲ」くる０
2う
というのは、「治民」と同義で、民を治めるに「助」よりふさわしいものはなく、「貢」すなわち税の負担を民に強いるほどの悪 ない。したがって施しなくして獲るものなしと戒めるべし、と繰り返している。為政者が自分の都合を優先し、利を得ることを急げば かならず後 失うものがあ 。極力・利欲を抑え、「己ヵ所レハ好ム、與レ衆好レミ之ヲ、己ヵ所レハ悪ム、與レ衆悪レメハ之ヲ」と心懸けることが大切だ いう。
最後の段落⑫では、君主たる者の心櫛えを総括してまとめとする。君主は家臣の使い方一つも、ゆるがせにでき
ない。臣を「犬馬」「土芥」のごとく扱えば、臣もまた君主を「国人」や「冠讐」のように見なす。君主が日頃から臣を軽んずることなく、俵人を斥け忠臣を重んずるよう努める大切さを述べる。本来、家来が君主に従わない筈はないが、主君が義をないがしろにし、私利を優先させれば、他人の物をむ ぼり取らねばならぬよう 混乱に陥る。君臣みな心を一つにし、怒りや恨みをなくすならば、そ こそ万世栄える政治の成果であり、「徳」 「天」をも動かした結果だと云える。君臣の関係が疎遠でさえなくぱ、民を治めることは難しいことではない。諸侯は謹んでこれを行うべきである、と結論づけている。
註（１）不二孝の教義書「人間一生を六十年と立て」（「鳩ヶ谷市の古文書第十三集・小谷三志著作集」九頁）では、「人間一生を六十年
と立て、過去六十年、現世六十年、未来六十年」とし、過去・現在・未来をつなぎ、「三世通達」の心願をもって生きることの大切さを教えている．これは尊徳の「三才報徳金毛録」の基礎を成す、悟道哲学の「三世観通」思想に大きな影響を与え、復興仕法轡の中に採り入れられた。







しん少年期から学んできた儒仏神道の教養に不二孝の教義を折衷して形成したものである。太極に発し天地開關以来、不断に万物造化を続ける輪廻転生の かに人間世界をも包摂し、将軍諸侯の武威 徳の広がりによって平穏な当代社会が築かれていることに報恩・崇敬の念を表す。これは成立間もない原型たる報徳思想の基本的ファクターの一つとなっている。その点から見れば報徳思想は揺藍期から現状変革というより、現状の漸進改良型の指向を強く持っ 思想 あ といえる。
（３）それにもかかわらず、廃田・荒蕪地が増え続け上下が困窮する現状には強い危機意識を持ち、これを放置し




自修作文集」と比較すると多くの共通点を確認できる。また、嘉永三年に成立した富田高慶の「報徳論」と比較すると、「墾田報徳序」の報徳思想には、「報徳論」で明確にされた天道自然と人道作為の対立観（人道作為論）、国家社会の安危は譲奪に在りとする考え（推譲 ）、国家と国民の経営再建には年間経費の上限を設定する（分度論）など、確立・完成期 入った報徳思想で整序・体系化され明確になる基本理念が、萌芽の兆しは孕みつつも、いまだ明確に打ち出されてはおらず あいまいな状態に どまっている実態をあきら
＊「墾田報徳序」の閲
謝意を申し上げる。
はかえって身を亡ぼす結果 なるが、「衣食足りて礼節を知る」の理に則り、民の生活を助成することこそ肝要である。そのためには、「無蓋開倉積」や「無蓋報徳権量鏡」などに示す再建計画にしたがい、「徳を以て徳に報い 」理念にもとづいて 称貸し」（無利息金）を活用する が望ましい する。不退堂は最後に、「治民」の責任を担う君主 るものが、義をないがしろにし私利を貧ることから社会が乱れるのだとして、君臣こころを一つにして政事に取り組む必要性 強調し 報徳仕法とその理念を紹介する本書を終結させてかにできた。 いる。
（平成二十四年十月二十六日了）
の閲覧、翻刻にあたり報徳博物館の飯森富夫先生に多大のお世話になった。末筆ながら記して
28
